
『季節の宅配便』

春を告げる百花の魁

平成26年2月 （Vol. 11）近畿大学附属農場だより

雪の寒さに負けず梅の花が咲き、もうすぐ満開を迎えます。
今回は、梅にまつわるお話とともにごらんください。

1月の剪定を終えた梅に花が、次々と咲き始め、
もうすぐ満開を迎えようとしています。梅はあらゆ
る花の先頭を切って咲き、春を告げることから百花
の魁（さきがけ）といわれています。今回は、ひとつ
梅にまつわる話をご紹介します。

梅にまつわる薬
ー 烏梅（うばい） ー

ワラの上で燻した後、天日乾燥されている烏梅

未熟な梅の果実を、煙でいぶし薫製（くんせい）に
したもので、「烏（カラス）」のごとく黒いことから
「烏梅」といいます。
鎮痛・解毒作用がある健胃整腸の妙薬として、古
くより煎じて風邪薬や胃腸薬として用いてきました。

湯浅農場も一面、銀世界に。特 報

2月14日、全国的に雪が降り、ここ湯浅農
場でも5-6ｃｍの雪が積りました。

湯浅農場で
は、創設以来、
初めての大雪。
露地で栽培し
て い る 柑 橘
（ 左 ） も 梅
（右）も、雪に
覆われました。

採りたての未熟な梅


